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屋 外

●印の付かない場合は※印の付いたものを適用する。
●印と※ 印の付いた場合は、共に適用する。

〇マルチパッケージ形空気調和機
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Ⅰ 工事概要

１．工事場所

２．建物概要

３．工事種目（●印のついたものが対象工事）

建物別及び屋外 工 事 種 別

工事種目

建物名称 構　造 備　考
別表第１の区分地上 地下 塔屋 延べ面積(㎡)

施設の分類
消防法施行令建築基準法による階数

○ 換気設備

○ 排煙設備

○ 自動制御設備

○ 衛生器具設備

○ 給水設備

○ 排水設備

○ 給湯設備

○ 消火設備

○ ガス設備

○ 厨房機器設備

５．設備概要 （●印の付いたものを適用する。）

方式及び種別

空気調和方式

設 備 概 要

〇ダクト方式（〇中央　〇各階ユニット）
〇ファンコイル・ダクト併用方式 〇パッケージ方式
〇鋼製ボイラー
〇簡易貫流ボイラー
〇温風暖房機
〇チリングユニット
〇吸収冷温水機

主要熱源機器

〇鋼製簡易ボイラー
〇鋳鉄製ボイラー
〇温水発生機（〇真空式　〇無圧式）
〇空気熱源ヒ－トポンプユニット
〇吸収冷温水機ユニット

〇小型貫流ボイラー
〇鋳鉄製簡易ボイラー

〇パッケージ形空気調和機

給水方式 〇水道直結方式
〇高置タンク方式

換気設備

排煙設備

自動制御設備

〇１種換気

〇建築基準法　

〇電気式

〇２種換気

〇消防法　

〇電子式 〇デジタル式

〇水道直結増圧方式
〇受水タンク＋ポンプ直送方式

建物内の汚水と雑排水（〇分流式　〇合流式）
ポンプ排水
放流先 汚　水（〇直放流下水管　〇浄化槽）

雑排水（〇直放流下水管　〇浄化槽）

〇有（〇汚水　雑排水　〇湧水） 〇無

給湯設備 〇局所式 〇中央式

〇屋内消火栓設備
〇粉末消火設備
〇連結送水管設備

ガス設備
〇都市ガス(種別   　、高位発熱量      ＭＪ/?(Ｎ)、低位発熱量      ＭＪ/?(Ｎ)

排水方式

消火設備
〇スプリンクラー設備
〇不活性ガス消火設備
〇連結散水設備

〇泡消火設備

〇フード等用簡易自動消火装置
(〇　　　　　　　　　)

　供給圧力　　Ｐａ、一般ガス導管事業者名：　　　　　　　　　)〇液化石油ガス

〇３種換気

Ⅱ 工 事 仕 様
１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の

という｡)及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課制定の「公共建築設備工事標準図

仕様書を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様は(   /   )図，建築工事の特記仕様は

書に記載されていない事項は国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書

(   /   )図による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの特記

２．特記仕様
●印の付いたものを適用する。

章 項 目 特 記 事 項

〇２.工事期間中

〇３.再使用品の

建築基準法に基づき定まる風圧及び積雪荷重の算定は次の条件による。
〇風圧力

〇 無し

　風速(Ｖｏ＝　　　　ｍ/ｓ)、地表面粗度区分(　　　　　　　　)
〇積雪荷重
　平成12年

〇 有り(　　　　　　　　)

〇

　建設省告示第1455号における区域　別表(　　　　)

　停止させない機器

　特別な清掃等

〇１.適用区分

「公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(令和７年版)」(以下，「改修標準仕様書」

(機械設備工事編)(令和７年版)」(以下，「標準図」という｡)による。ただし、改修標準仕様

(機械設備工事編)(令和７年版)」(以下，「標準仕様書」という。)による。
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青森市大字浅虫地内

県営浅虫水族館　大水槽改修工事 機械設備工事　特記仕様書

県営浅虫水族館 RC・S造 ２階 ２階１階 8,593 ㎡ (16)項イ 一般の施設

〇 空気調和設備

本　館

○本工事で設置する。　（　　　　　図参照）

（１）設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」
　　（独立行政法人建築研究所監修）により、次に示す設計用地震力に耐え
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満たす証明となる資料を提出し監督職員の承諾を受ける。ただし、次
の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が発行する
書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は、証明となる資料の提出
を省略することができる。

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。
②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。
⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。

鋼製簡易ボイラー 鋳鉄製ボイラー 鋼製小型ボイラー
鋼製ボイラー 真空式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)
チリングユニット及び空気熱源ヒートポンプユニット

無圧式温水発生機(鋼製・鋳鉄製)
吸収冷温水機

ユニット形空気調和機 ファンコイルユニット及びカセット形ファンコイルユニット

吸収冷温水機ユニット 遠心冷凍機 冷却塔

コンパクト形空気調和機

ガスエンジンヒートポンプ式空気調和機
パッケージ形空気調和機

エアフィルター(パネル形,折込み形)

マルチパッケージ形空気調和機

自動巻取形エアフィルター
電気集じん器
斜流送風機

全熱交換器(回転形,静止形) 遠心送風機(多翼形送風機)

消音ボックス付送風機軸流送風機
横形遠心ポンプ 水中モーターポンプ(汚水用,雑排水用,汚物用)
立形遠心ポンプ 風量ユニット(定風量・変風量) 自動制御システム

ＦＲＰ製パネルタンク ステンレス鋼板製パネルタンク(溶接組立形)

衛生器具ユニット 密閉形隔膜式膨張タンク(空調用,給湯用)

ステンレス鋼板製パネルタンク(ボルト組立形) スプリンクラー消火システム

不活性ガス消火システム 泡消火システム ハロゲン化物消火システム
厨房システム マンホールふた・弁桝ふた

別　表 (品質及び性能に該当する材料・機材等)

機械設備工事機材承諾図様式集(令和４年版)によるほか、監督職員の指示による。

エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く)が添加され

    

    

    

    

　    

(１)本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
(平成12年法律第100号)に基づく、｢環境物品等の調達の推進に関する

を満たす環境物品等を選択するよう努める。
ただし、公共工事分野の特定調達品目の機材を使用する場合は、判断
の基準を満たすものとする。

(２)建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
性能を有すると共に、次の①から④までを満たすものとする。
① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセ
トアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材
料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量
が少ない材料を使用する。 

③ 接着剤は、可塑剤(フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類
は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しな
いか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

ていない材料を使用する。

応じた材料を使用する。

基本方針(令和８年２月閣議決定)｣による特定調達品目の判断の基準

※別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣に
基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの別紙１｢手すり先

据置方式又は(２)手すり先行専用足場方式により行う。
行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の(１)手すり

建築物内での火気の使用は原則として行わない。

調査項目　〇既存資料調査
調査範囲　〇図示　  〇

監督職員に報告を行う。ただし、走査式埋設調査で埋設物の調査が
できない場合は、監督職員との協議による。

調査方法　〇図示　　〇

〇保温材(石綿入りけいそう土保温材１号)
〇保温外装材(アスベストセメント) 〇保温外装材(特殊石綿板)

〇配管接合材(石綿ジョイントシート)

　含有製品及び調査
イ)次の撤去部位は石綿含有製品が使用されており、原則調査不要とする。

〇たわみ継手

〇煙道用パッキン(煙道伸縮部：石綿ロープ)

〇ダクトパッキン(石綿テープ)
〇煙道用パッキン(壁貫通部：アスベスト)

に報告する。
ロ)次の撤去資機材等についてはアスベスト含有製品調査を行い、監督職員

調査範囲 (〇熱源機器　〇　　     　　　　)
調査方法 (〇型番確認の上製造者ヒアリング　〇　     　　　　　)

ハ)撤去資機材等については定性分析調査を行うものとし、採取部位及び
サンプル数は監督職員と協議する。

〇１１.アスベスト

なお調査にかかる費用は、〇本工事 〇別途　とする。
イ)管周囲の保護　　 ※山砂の類

(ただしコンクリート管の周囲は根切り土の良質土)
〇１２.埋戻し土

ロ)埋戻し土　※根切り土の中の良質土　〇山砂の類
イ)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
ロ)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下

〇１３.容量等の表示

とする。
50Ｈｚとする。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護
規格は製造者規格による標準品としてもよい。

〇１５.電動機

　　　機器の重量[ｋＮ](水槽類は満水時の液体重量を含む設備機器総重量)
に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとす
る。

　　る方法とする。
　　ただし、重量１kN以下の一般機器について、製造者の指定する固定方法
　　を採用する場合はこの限りではない。

①設計用水平地震

〇

〇５.機材の品質等

〇４.再使用品の状態
及び性能・機能確認

(１)本工事に使用する材料・機材等は設計図書に定める品質及び性能の他、
通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

(２)別表に機材等名が記載された製造業者等は次の①から⑥すべて事項を

（２）1kNを超える機器のアンカー類については耐震支持に対する計算書を提
　　出する。

  10～12階建の場合は上層３階、13階以上の場合は上層４階とする。
     
・水槽類にはオイルタンクを含む。
・重要機器は次による。
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］

　　　設計用水平地震力の１／２とする。

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

 ［名称：　　　　、記号：　　　　］［名称：　　　　、記号：　　　　］
　　②設計用鉛直地震力

　　③機器類および支持架台類固定用のワッシャーの選定は座屈防止を十分
　　　検討する。

・上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

(３) 呼び径50以下の鋼管のねじ加工は原則として転造ねじ加工とする。
ただし、樹脂ライニング鋼管(ポリ紛体鋼管を除く)のねじ加工は切削
ねじ加工とする。

(４) 排水管の90°曲管は原則として大曲管とする。

（２）〇露出金属電線管は次の部分の塗装を行う。
○　 屋外架空部 　 機械室○ 　 屋内一般○

○
　　　サイバーセキュリティ

○　鍵の指定あり

外部ネットワークと接続する制御システム
○　あり（対象設備　　　　　　　　　　）　○　なし
外部ネットワークとの接続する箇所の不正アクセス防止対策
○　ファイアウォール　　　○　統合脅威管理（UTM）
盤・キャビネットの錠の鍵
○　製造者の標準鍵

３４．監視・制御システムの

     

〇風量調整
各機器の個別運転調整後に次の総合調整を行い、測定報告書を提出する。

〇室内外空気の温湿度の測定
〇室内気流及びじんあいの測定 〇騒音測定
○水質の測定（○飲料水 ○雑用水 （※本工事に費用は含まない））

特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同
じとする。

図示の箇所に施工する。施工方法は「標準図」建築物導入部の変位吸収配
管要領(一)、(二)による。( 〇(ａ)　〇(ｂ)　〇(ｃ) )

〇１８.弁等のサイズ

〇１９.建物導入部
配管の変異吸収

取り付け箇所及び仕様は図示による。〇２０.絶縁継手取付箇所

は吊り用ボルトで行い、振れ止めを施したものとする。
標準仕様書記載以外の天井吊形、カセット形、天井隠ぺい形の機器の支持〇２１.支持及び固定

り金物との間に設け、自重による断熱材の食込みを防止する。
二)冷媒管の吊り用支持受け材として保護プレートを、断熱材被覆銅管と吊

用する。
ハ)冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使
ロ)振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

レス製(SUS304)とする。
イ)ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステン

・固定金具

(２) 埋設表示テープ(排水管を除く)   ※要　　○不要
(１) 地中埋設標(図示の位置)　　　　 ※要　　○不要〇２３.地中埋設標等

(チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付け及び整備)
〇冷凍空気調和機器施工

〇建築板金施工(ダクト製作及び取付け)

〇熱絶縁施工(保温工事)

〇配管施工(配管工事) 〇２４.技能士の適用

(２) 溶接部の非破壊検査　　※不要　　〇要(　　　　　　　　)

(１) ステンレス鋼管の接合は下記による。
※呼び径60Su以下（ ○SAS322を満足した継手（　　　）式　○　　 ）

〇接着系アンカー(接着剤は有機系とする)
ただし、配管・ダクト・機器等の天井つり下げ用アンカーには、接着系
アンカーを使用しない。

イ)性能確認試験　　※行わない　○行う
ロ)施工後確認試験　※行わない　○行う

あと施工アンカー

既設インサート及びアンカーボルト　※使用しない　〇使用する〇２７.既設インサート他

給　水　※行わない　○行う　　排　水　※行わない　○行う
冷温水　※行わない　○行う　　冷却水　※行わない　○行う

試験方法

冷温水　〇　　　　　〇　　　　冷却水　〇　　　　　〇
給　水　〇　　　　　〇　　　　排　水　〇　　　　　〇　　

〇２８.既設配管の試験

工事区分表による。〇２９.他工事との工事区分
（１）〇保温を行わない居室・便所・湯沸室及び屋外の露出配管(鋼管)、

〇図示による。
ダクトには塗装を行う。

電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１ 表４.１.１１による。

回収
冷凍機等の撤去に伴う冷媒回収方法は、改修標準仕様書第３編２.４.３に
より適切に行うこと。ただし、家電リサイクル対象機器は除く。

家電リサイクル対象機器の冷媒回収方法はポンプダウン方式とする。
　冷媒回収の費用は( 〇本工事　〇工事範囲外 )とする。

　リサイクル料金は( 〇本工事　〇工事範囲外 )とする。

チックケースに入れ、監督職員の指示する場所に設置する。
機器等の取扱い方法及び系統を書いた図面呼称Ａ１の図面(　枚)をプラス〇３３.案内板等

屋外に設置する危険物表示板等の材質はアルミニウム製とする。

　　対策機器（○監視盤　○自動制御盤　　○　　）

〇３０.塗　装

〇３１.電線類
〇３２.冷媒(フロン系)

1.5

 設計用標準水平震度

特定の施設 一般の施設

重要機器 一般機器
機 器 種 別

重要機器 一般機器

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

2.0
2.0
2.0

1.5

1.5
2.0

1.5
2.0
1.5

1.0
1.5
1.0

　 上 層 階

　屋上及び塔屋

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

1.5 1.0

1.0
1.5

1.0
1.5
1.0

0.6
1.0
0.6

中間階

地階・１階
機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

1.0
1.0
1.5

0.6
1.0
1.0

0.6
1.0
1.0

0.4
0.6
0.6

1.5

別契約工事

ンドカッターによる。
既存コンクリート部の床・壁の配管貫通部等の穴開けは、原則としてダイヤモ

　標準仕様書によるほか、冷温水管及び蒸気配管の貫通部には、鞘管を入れ隙間
を断熱材等で埋める。

※

※

（３）設計図書に示された配管工事で掘削深さが1,500mmを超える場合は、図示に
よる方法で土留めを行う。

規定による。
（２）公道部は、水道事業者、下水道事業者、ガス供給事業者及び道路管理者

○
　 本工事(約　　km(搬出調書等を提出する))構外搬出適正処理：

 　構内指示の場所に堆積
○

構内指示の場所に敷き均し
（５）残土(発生土を含む)処理
（４）土中埋設配管は、配管下100mm・配管上100mmを山砂等で埋め戻す。

○

（１）屋内露出の保温外装は、合成樹脂カバー２とする。

ロスの外装色の分類は、以下を標準とする。
（２）床下暗渠内(ピット内を含む)の保温に使用する着色アルミガラスク

赤系
緑系
黒系
青系
白系

温水・蒸気管
冷水・冷温水管
給湯管

消火管
給水管

外装色

（１）
（２）

指針を設ける。

熱源機器には、個々に地震感知器を付属する。
圧力計、連成計、水高計及び電流計等の計器類には、正常値を示す赤

（１）配管は下記による。

○※
○※
○※
○※
○※

構内一般 客土掘削土人力土工機械土工構内車路
埋戻し用土土工事区分埋設深さ(m)

油管
消火管
ガス管
排水管
給水管

〇３８.貫通部の処理

〇３５.保温外装

〇３６.計器類

○３７.土工事

一
般
共
通
事
項

自
動
制
御
設
備

別図による。
　その他

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

〇３.電動弁 開閉状態の遠方表示用接点を　　○設ける　　○設けない。

〇４.弁耐圧 　　　　　ＭＰａ

(1) 室内温湿度検出器等を2個以上併設する場合は、サーモケースを使用

新設配管材料 既設配管材料（改修）配管種別適用

冷温水管
○
※　配管用炭素鋼鋼管(白)○

(2) 電動機用電流計は延長目盛電流計とし、赤指針付きとする。
する。

　 たわみ継手は１箇所につき２箇所切断する。

配

管

材

料

Ｍ－ ０１ 特記仕様書

●２６. ●金属拡張系アンカー(※本体打込式)

●６.機材の承諾図
●７.環境への配慮

●８.足場その他

●９.火気の使用
●１０.施工調査 事前調査　〇要　●不要

●はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行い、

●１４.電源周波数

●１６.耐震施工

●３９.はつり

電線及びＥＭケーブルは標準仕様書第４編１.５.１表４.１.１１による。

天井内隠ぺいのケーブルは、図面に特記がなければころがし配線とする。

●１.システム構成 ●既存のまま

●１７.総合試運転調整
、●水量調整

●２２.支持金物

●２５.配　管

給水管

○　(屋外地中配管)水道配水用ポリエチレン管

○　水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

※　水道用ポリエチレン紛体ライニング鋼管
　　(○PB　　○PD)

　　(○VB　　○VD)
○　ステンレス鋼管
※　(屋外地中配管)水道用ポリエチレン二層管

○

○

　　１．請負者は、常に施設等の安全に留意して、水族館の営業等に支障のないよう、

　　　　必要な処置を講ずること。

　　２．作業が水族館営業時間外になる場合は、警備対応を講ずること。

　　３．作業中生じた一切の事故及び損害は、請負者が負うものとする。

　　　　する。

　　※　本仕様書に記載されなくとも明らかに必要なものは、請負者の責任の基速やかに

　　　　対応すること。

その他　遵守すべき事項　

　　４．工事内容に応じ必要諸官庁届出がある場合は、請負者の責任の基で対応すること。

　　５．本仕様書に定めのない疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するものと

県営浅虫水族館　海水処理設備改修工事

● 海水取水管設備

● 海水ポンプ設備

● ろ過機設備 改設一式

改設一式

改設一式

対象部分（　取水管の清掃　）

４．指定部分　〇 無し　● 有り 指定部分工期：令和８年７月中　令和８年１０中

2026.05

〇５.その他

〇２.計装用配線

●　硬質塩化ビニル管● ろ過管 （ ● VP　　● HIVP ）
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県営浅虫水族館　海水処理設備改修工事

Ｍ－ ０２ 配置図・案内図

Ｎ
海づり公園

温泉街至　青森市街

県営浅虫水族館

駐車場

国
道

４
号

線

至　平内町

海水取水管位置

青
い

森
鉄

道

浅虫温泉駅

道の駅

ゆ～さ浅虫

浅虫温泉森林公園

案　内　図

灯浮標チェーン位置

配　置　図 1/3,500

Ｎ

遊歩道浅虫温泉森林公園

海水取水管

浅
虫観

光
ホテ

ル

青森県営浅虫水族館

土
屋
ト
ン
ネ
ル

海
水

送
水

管

浅虫温泉駅

青い森鉄道

海水取水ポンプ室

海水浴場

八大龍神社

至 青森市内

至
 平

内

1/3,5002026.05

② 灯浮標取付及びチェーン取替　位置

① 海水取水管清掃修繕　位置



工事内容書
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県営浅虫水族館　海水処理設備改修工事

Ｍ－ ０３ 工事内容書 NO

備　　考

工事範囲及び工事工程

浅虫水族館　海水取水管の内部の清掃を行う。

工事内容

（観光ホテル　北東建物から陸奥湾内）

工事部位

海水取水ポンプ室

※　海水取水管清掃　仕様書による

※　７月及び１０月に各１回実施する。

工事内容

備　　考

工事範囲及び工事工程

工事部位

工事内容

工事範囲及び工事工程

備　　考

各所　平面図による

海水用ポンプ等のオーバーホールを行う。

※　水族館管理者の指示によりポンプオーバーホールの

　　時期を確認する。

　　一覧表による。

※　海水用ポンプ等オーバーホール及び取替え部品は、

※　各ポンプについて、所見（次期推奨取替え部品名等）を

　　工事報告書として提出すること。（ ２部 ）

２．ろ過器ろ材取替え仕様書による作業工程を実施する。

　　ろ過器周囲にろ材取替えの為の仮設作業足場とする。

１．仮設足場を組み立てる。

※　ろ過器ろ材取替えは、２台同時に行わない。

※　ろ過器ろ材取替え　仕様書による。

ろ過能力低下に伴うろ材の取替えを行う。

※　取水ポンプ室の海水送水ポンプの改修も同上に

　　水族館管理者の指示に従う。

海水取水ポンプ室

※　水族館管理者の指示によりろ材取替えの時期を確認する。

工事部位

工事内容

工事範囲及び工事工程

※　水族館管理者の指示により更新時期を確認する。

アシカろ過機・ペンギンろ過機

海獣館　屋上

2026.05

※　灯浮標改修は、改修図による。

※　灯浮標の付属チェーン等も改修する。

工事部位

※　ろ材の試験成績表を提出すること。（ ２部 ）

①　海水取水管清掃修繕工事 ②　灯浮標取付及びチェーン取替工事

観光ホテル　北東陸奥湾内

灯浮標及びチェーンの経年劣化で改修する。

③　海水用ポンプ修繕工事 ④　ろ過器ろ材交換工事



１階　平面図 1/600

1/600地下１階　平面図
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ブロア室

電気室

淡水受水槽 海水受水槽（１） 海水受水槽（２）

配管ピット

配管スペース

治療プール

トレーニングプール

Ｕ

逆洗貯水槽

配管ピット

ホールディング

プール

消火ポンプ室

自家発室

ラッコ濾過室

落水槽

配管
スペース

配管ピット

機械室

ボイラー室

巣穴

アザラシプール①

アザラシプール②

アシカプール

調
餌
ス
ペー

ス

キー

パー

ス
ペー

ス

海亀水槽

ラッコプール

熱帯水槽コーナー
大水槽

青森県淡水魚コーナー

温帯水槽コーナー

海底廊下

海洋水槽

便所

風除室

チケット事務室

休憩及展示ホール

放養プール

機械室

観覧通路

Ｕ

Ｄ

Ｕ

Ｄ

Ｄ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｐ
Ｓ

Ｄ

Ｕ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
Ｄ

廊下

（２）

予備室

(３）

予備室

ＥＶ

休憩室

医務及

荷捌所
便所
職員

前室 冷凍庫
機械室
冷凍庫

湯沸室

館長室

スロープ

更衣 風除

スタンド

放養
プール

アシカ舎

空調機室

遊び場

ペンギン

立見

ＳＳ

観覧通路

予備室

（１）

特別展示コーナー

観覧通路

トレーニングプール

プール
ホールディング

風除室

便所

食堂

ショープール

休憩コーナー

青森淡水魚
コーナー

便所

便所

厨房
休憩

玄関

便所
便所

調餌室

飼育スペース

ボイラー室

飼育室

キーパーウェイ

キーパーウェイ

洗浄室

ろ過機置場

カフェ

ポンプ置場

機械室

エントランスホール

マシンハッチ

ショープール機械室

ショープール

1/200海水取水ポンプ室

雑用水受水槽

SS

ポーチポーチ

総務課事務室

展示コーナー
クラゲ

展示コーナー

イカ
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Ｍ－ ０４ 地階・１階　平面図 1/600

③－7　海水送水ポンプ

③－1　トレプルろ過ポンプ

③－3　ラッコろ過ポンプ №2

③－4　ペンギンろ過ポンプ

③－5　アザラシろ過ポンプ

③－2　いるかろ過ポンプ

③－8　海水揚水ポンプ №1

③－9　海水揚水ポンプ №2

③－10　逆洗ポンプ

③－11　表洗ポンプ

③－6　水槽用温水ポンプ

③－14　ブライン冷却水ポンプ

③－15　一般水槽冷水ポンプ

③－16　一般水槽冷却水ポンプ

③－17　海獣館排水ポンプ №1

③－18　海獣館排水ポンプ №2

③－19　海獣館逆洗ポンプ

③－14　ブライン冷却水ポンプ

③－12　淡水揚水ポンプ №1

③－13　淡水揚水ポンプ №2

③－20　湧水排水ポンプ №1

③－21　湧水排水ポンプ №2

2026.05
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1/600２階　平面図

東

南

ア
ジ

ア

浴室 ダ イバ ー

湯 沸 室

浴 室

脱衣 室 脱 衣室

ダ イ バー

倉 庫

職 員便 所

ア

マ
ゾ

ン（

１）

培養室

団体休憩室

作業床（２）

飼育員室

スタンド

ロビー

空調機室

前室

身障者
トイレ

男子トイレ

女子トイレ

ラッコ空調機室

ＥＶ

ＤＳ

病理研究室

ＥＶ

ファンルーム

ＥＶＭ

Ｄ

空調機室
（１）

ＥＶＭ

観覧通路

放養プール

管理室

観覧通路

控室

宿 泊室

資料庫

便 所

便所南アメリカ
中央アメリカ

キーパーウェイ

ふれあいの海

作業床（１）

研修室

連絡通路

図書庫
空調機室

（２）

ア

マ
ゾ

ン

熱帯雨林コーナー

ショープール

PH1階　平面図
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Ｍ－ ０５ ２階・PH階　平面図

②－４ ピラルクろ過ポンプ

1/600

④－アシカ・ペンギンろ過器
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ポリピック

燃料

作業船借上げ

３個

圧送ポンプ用一式

１隻 ５ｔ未満　船頭付き

機器損料 一式 圧送ポンプ、ホース、潜水装備品他

管清掃１回当りの内訳

適用：ポリピック工法による清掃

　

施工計画書

工事日報

工事報告書

内容

工事概要、工程、資格の写し、組織他

作業内容、時間、人員他

工事状況、作業人員、作業時間

使用機器、所見他

２部

提出期限

区　分 品　名 規　格 数　量 引き渡し場所 期　　　日

　施工前

　施工後

数　量書類名

提出書類

支給材料、貸与品、発生材料

工種の完成指定日

管清掃２回目

貸与品 仮設ストレーナ １ケ 　施工前

発生材 除去物（貝類等）

ポリピック

１式

１式

請負者側にて処分

請負者側にて処分

指定工法

（１）ポリピック工法

（２）圧送ポンプは、標準揚水量が１.８ｍ3 /ｍｉｎ以上確保できるもの

施工工法

工事材料の指定

（日本パイプラインサービス（株）、クリスクロス（レッド）と同等品のもの）

※清掃管：300A×218L（高密度ポリエチレン二層管）

ポリピック φ３００高密度ポリエチレン二層管

φ３００高密度ポリエチレン二層管

工事カラー写真（水中写真含む）

ポンプ室

（４）船舶は、取水口ストレーナを吊り上げ搭載できる設備を有するもの

（３）ホースは、コーナーにおいて流量が減水しないもの

① 海水取水管清掃　仕様書

管清掃工（１回清掃当り）

　１．　請負者は、常に施設等の安全に留意して、水族館の営業に支障のないよう、必要な処置を

　３．　本仕様書に定めのない疑義が生じた場合は、その都度監督員と協議するものとする。

　２．　作業中生じた一切の事故及び損害は、請負者が負うものとする。

　５．　天候の悪化により工事日数が延長しても工事費用は増額しない。

その他　遵守すべき事項

　６．　工事中の海水取水ポンプ停止時間は、9:00～13:00とし16:00には絶対取水出来るよう対処すること。

　７．　陸上と海上の連絡は密にすること。

　８．　本工事に関係のない一切の設備には手を触れないこと。

１０．　天候等の変化により取水口ストレーナの取り付けが困難になった場合は、支給した仮設

　　　　ストレーナを取り付け、後日速やかに復旧すること。

工事の手順は次の通りとする。

（準備） 　１．　圧送ポンプの放水試験（圧送ポンプサクション側ホース等取り付け）

　３．　取水管にピッグランチャーの取り付け

　２．　取水管取り外し（ロングエルボ）

　４．　ピッグランチャーにホース及び圧送ポンプ取り付け　

　５．　取水口ストレーナの取り外し及び付着物の除去

（圧送）

（復旧）

　６．　ポリピックのセット

　７．　圧送ポンプによる圧送

　８．　ポリピックの回収

１０．　撤去物の回収

１２．　取水口ストレーナの取り付け

１３．　ピッグランチャーの取り外し及び取水管（ロングエルボ）取り付け

１４．　ポンプ室ろ過槽散水管にネット取り付け（付着物破片の除去）

１７．　終了

工事の施工

　９．　除去物はすべて回収し、請負者側にて適正処分とする。

１６．　ポンプ室内において、海水が付着したものは水洗いし引き渡すこと。（完了清掃）

１人

１人

２人

１人

１人

　　　　講ずること。

２人

ポンプ発停員：普通作業員

指揮監督者　：指揮者としての能力を備えた年齢２５歳以上のもの

技術員　　　：潜水連絡員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作業員　　　：普通船員

作業連絡員　：潜水送気員　スキューバ潜水に３年以上経験を有するもの

海中作業員　：潜水士　スキューバ潜水に３年以上経験を有するもの

船舶船頭者　：高級船員

１人

１１．　圧送ポンプによる送水（約１０分間）

１５．　ネットの取り外し＋逆洗作業（１０分間行う）

浅虫水族館　海水取水管清掃を７月及び１０月に各１回実施する。

　９．　６～８繰り返し（合計３回）

　４．　工事施工月日は監督員と協議すると共に、天気予報を注視し悪天候時をさけること。　施工中
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Ｍ－ ０６ NO

２部

１部

管清掃１回目 令和８年　７月３１日まで

令和８年１０月　１日～　２０日まで

2025.06 ①　海水取水管清掃修繕　仕様書



3 3 , 0 0 0

2 0 5 , 8 0 0

3 , 0 0 0 3 3 , 0 0 0 3 3 , 0 0 0 3 3 , 0 0 0 1 8 , 0 0 0 3 3 , 0 0 0 1 9 , 8 0 0

1 0 , 0 0 0

5 , 0 0 0

ポンプ室

2 0 5 , 5 0 0 7 , 0 0 0

4 5 , 9 5 4 1 0 2 , 0 5 0 5 7 , 4 9 6

ポンプ室

海水取水口

海水取水管清掃範囲　全長　２１８ｍ

海水取水管清掃範囲　全長　２１８ｍ

ＨＨＷＬ＋１.１４９
ＣＤＬ±０.０００ ＬＬＷＬ－０.５３１

灯浮標（標識ブイ）

海水取水口

－５.５００

－８.０００

5 0 0

取水管　平面図 1/750

1/750取水管　断面図

点検孔Φ318.5

点検孔Φ318.5

点検孔Φ318.5点検孔Φ318.5

① 海水取水管清掃修繕　平面・断面図
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海

海

1/100取水ポンプ室　断面図

1/100取水ポンプ室　平面図

1/100

1/100取水口　詳細図

ポンプ室　取水管　詳細図

1
,
5
0
0

－５２００

2,500 4,000

4,
00

0
1,

50
0

6,500

2,500 4,000

（下部：受水槽）

ポンプ機械

受水槽

ピッグランチャー

消防ホース取付フランジ

消防ホース取付フランジ

ピッグランチャー

取水口ストレーナー

（海中）

ポンプ機械

 300A

ピッグランチャー

300A
300A

φ300 高密度ポリエチレン二層管

旧取水管

仮設ストレーナー

ろ過槽

消防ホース取付フランジ

ロングエルボ

① 海水取水管清掃修繕　詳細図
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ＳＣＡＬＥ

工 事 名№設計年月日

TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502

事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 

青森県知事登録　Ａ１　第９００号

中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所株 式 会 社

備　 　 考

1:50図面名称

一　式 　　請負者側にて処分 　　施工前

工　　　　　種

写真撮影

指　　定　　工　　法

　　　　　船　長

　　　　　連絡員

　　　　　送気員

　　　　　潜水士（水中溶接）

　労務費　主任潜水士 　　１.０人 

　　１.０人 

　　１.０人 

　　１.０人 

　　１.０人 

　　１.０台 ２ｔ車

引き渡し場所 期　　　日

　　施工前　　請負者側にて処分一　式

数　量規　格品　　　　名

　　注２）すべてのシャックルは必ずステンレス棒を差し込み曲げ処理しシャックルピンと

　　　　　シャックルピンとシャックル本体を溶接すること。

　　注３）スタットリンクチェーンはビスマチック処理を行うこと。

　　注１）係留装置は、ＪＩＳ規格２種とする。

発生材料

　　灯浮標

　　施工後　　水族館一　式　　取替部品等

　　灯浮標付着物

φ700

水
深
　
約
 
8
,8
5
0

φ19 スタットリンクチェーン　Ｌ＝3,000

φ19 アンカーシャックル

φ19 アンカーシャックル

φ19 スタットリンクチェーン　Ｌ＝3,000

φ19 アンカーシャックル

φ19 スタットリンクチェーン　Ｌ＝15,000

φ19 アンカーシャックル

φ19 スイベルピース

φ19 ジョイニングシャックル

▼ 海底

▼W.L

吊環

フロート

防食板（2個）

灯ろう

ダンパー

係留環

3
,
2
5
8

1
,
8
0
0

簡易レーダーレフレクタ

係　留　図

１人用可搬式

エンジンウエルダー付

フーカー式潜水器

ユニック　ウインチ付　　１.０日 

　　１.０式 

　　１.０式 

　　１.０式 　　　　　　再圧タンク

　　　　　　溶接機材

　機器損料　潜水機材

　船舶費　作業船

　　１.０人 

Φ１９ｍｍ　ステン棒付

Φ１９ｍｍ　ステン棒付

Φ１９ｍｍ　ステン棒付　　４.０個

　　１.０個

　　１.０個

　　１.０個

　　２.０個　　　　　　　スタットリンクチェーン

　　　　　　　ジョイニングシャックル

　　　　　　　スイベルピース

　　　　　　　スタットリンクチェーン Φ１９ｍｍ　L＝１５,０００

Φ１９ｍｍ　L＝　３,０００

Φ１９ｍｍ　ステン棒付

　　　　　　　アンカーシャックル

　　１.０台

　　２.０人 

　灯浮標及び付着物積込運搬費

施工工法灯浮標　仕様

М－ ０９

②　灯浮標及びチェーン更新図 

既設テトラポット（2t）

内訳表による

工事カラー写真（水中写真含む）

　改修材料費　灯浮標

県営浅虫水族館　海水処理設備改修工事

② 灯浮標及びチェーン取替図

灯浮標及びチェーン取替

取替内訳表

取替部品等

　　　　　普通船員(灯浮標取替)

　　　　　普通作業員(灯浮標付着物除去)

2026.05



　１

　８

　７

　６

　５

　４

　３

　２

１１

１０

　９

番　号

一　覧　表

Ａ：ベース

Ｅ：モーター

Ｆ：主軸（キー付）

Ｇ：羽根車

Ｈ：羽根車ナット

Ｉ：軸スリーブ（パッキン付）

Ｋ：封水リングブッシュ

Ｌ：水切りリング

Ｍ：カップリングゴム（ボルト付、1SET）

Ｎ：ポンプベアリング

Ｏ：モーターベアリング

Ｐ：油面計３)　海水用ポンフ゜では接液部分の部品の組立に液状ガスケット（TB1101)を使用する。

４)　Ｄ：Ｆ：Ｎ：取替時は、オイルシールSPHC(NBR)・軸受けカバー用シートPK（プレスボード）を含む。

注） 分解点検時に本仕様書以外の部品と交換が必要な場合は、監督員と協議の上決定する。

交　換　部　品
製　造　番　号 メーカー

(kW)

出力

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ

工事報告書　　上記　各ポンプについて、所見（次期推奨取替え部品名等）を工事報告書として提出すること　（２部）

　　ポ　ン　プ　名

１２

１３

１４

　　型　　　　　式

Ｊ：パッキン押え

備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
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Ｃ：グランドカバー

Ｑ

１５

１６

１７

Ｂ：ケーシング

Ｄ：軸受ケーシング

Ｑ：グランド押え

備　考

１)　腐食ボルトナット類の交換を含む。

【　基本点検　】

２)　ケ－シング､グランドカバ－他分解点検清掃・グランドパッキン交換・オイル交換・塗装（塩化ビニル系)含む。

Ｒ：羽根車カバー

Ｒ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

②　海水用ポンプ修繕

○ ○ ○

○ ○ ○

１８

１９

２０

２１

125×100 FPSM RY75079-01 7.5 荏原

150×125 SALH 515 PS838003 15 荏原

125×100FPSM RW76763-01 1/2 7.5 荏原

100×80FPSM 5.5RW76764-01 荏原

100×80FPSM RW76765-01 5.5

125 SFM RC75208-22 7.5 荏原

150×100 IFWM Q16683255 11 荏原

150×100 IFWM

150×100 IFWM R017576001 1/2

11R017576001 2/2 荏原

荏原11

150×100 IFWM R027539701 18.5 荏原

100×80 IFWM R02739801 7.5 荏原

125 SGM RC75208-23.2 11 荏原

125 SGM RC75208-23.1 11 荏原

50 SFM RC75208-19 0.75 荏原

65 MS4M RC75208-21 5.5 荏原

80 SFM RC75208-18 2.2 荏原

100 CO-7 TY-847

TY-848100 CO-7 

3.7 寺田

3.7 寺田

150FPS RW76767-01 15 荏原

50FQSE 5.75 PO8732193.2 0.75 荏原

荏原0.75PO8732193.150FQSE 5.75

○

○

○

○

○ ○

○

○ ○

○○

○ ○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

トレプルろ過ポンプ

いるか館ろ過ポンプ

ラッコろ過ポンプ　№２

ペンギンろ過ポンプ

アザラシろ過ポンプ

水槽用温水ポンプ

海水送水ポンプ　№１

海水揚水ポンプ　№１

海水揚水ポンプ　№２

逆洗ポンプ

表洗ポンプ

淡水揚水ポンプ　№１

淡水揚水ポンプ　№２

ブライン冷却水ポンプ

一般水槽冷水ポンプ

一般水槽冷却水ポンプ

海獣館排水ポンプ　№１

海獣館排水ポンプ　№２

海獣館逆洗ポンプ

湧水排水ポンプ　№１

湧水排水ポンプ　№２

荏原

Ｍ－ １０2026.05 ③ 海水用ポンプ修繕　一覧表



部品図（構造図）（参考図）

備　 　 考 設計年月日 № 工 事 名
事務所　〒030-0861 青森市長島４丁目2番18号 株 式 会 社 中 嶋 五 郎 設 計 事 務 所

ＳＣＡＬＥ
TEL:017-723-3501  FAX:017-723-3502 図面名称青森県知事登録　Ａ１　第９００号

県営浅虫水族館　海水処理設備改修工事

③　海水用ポンプ修繕

③ 海水用ポンプ修繕　ポンプ部品図Ｍ－ １１2026.05
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工 事 名 県営浅虫水族館　海水処理設備　改修工事

１５．　引き渡し

１４．　運転調整

１３．　エアー抜き・押し出し後、循環開始

１２．　ろ過器　表洗・逆洗（バルブ位置確認）

（マンホールパッキン取替）

１１．　マンホール閉鎖

１０．　ろ過器　表洗・逆洗（表洗ノズル清掃）

　　　　　（アンスラサイトは規程量の１０３％とする）

　９．　アンスラサイト投入

　８．　砂スキミング（規定量まで）

　７．　ろ過器　逆洗

　６．　砂利及び砂投入

（※７日間　修理期間）

　５．　ろ過器腐食箇所修理（別途工事：清掃後検査をうけ必要補修部を補修する）

　４．　清掃

　３．　旧ろ材取り出し

　２．　排水及びマンホール開放

　１．　ろ過器停止

施工日時規制

急速ろ過器のろ材を交換し、ろ過能力を維持するものである。

ろ材撤去及び搬入作業要領

交換ろ過機名

交 換 内 容

交 換 目 的

ろ材交換・マンホールパッキン取替

　　　　　（砂は規程量の１０３％とする）

交換日時は水族館施設管理者と打合せの上決定する。

契約工期内

但し、ろ過機ろ材の交換月は１０月とし、

③　ろ過器ろ材交換　内容書

アシカ水槽　　ろ過機

※　２基　同時施工をしない
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アシカ水槽ろ過装置－断面図 ペンギン水槽ろ過装置－断面図

ペンギン水槽　ろ過機
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ろ過器ろ材取替修繕工事　数量一覧
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